
スタンダード��

�ビットシリアルインパラレル
アウトドライバ
����� � ������

�����、������は、�ビットシリアルインパラレルアウトドライバです。サーマルヘッドや��	文字表示器などのド
ライバ用として開発したモノリシック
�です。

●用途
サーマルプリントヘッド用ドライバ
��	文字表示器用ドライバ

●特長
�）最大���のトライブ能力がある。
�）ストローブ端子をドライブタイミングパルスでコン
トロールすると、ドライブしていない期間の電流を
減らすことができる。

�）データ出力端子を次のデータ入力として使用する
と、カスケード接続が可能である。

�）デジタルグランド、パワーグランドが分離されてい
る。

�）���、����でドライブ可能。

●ブロックダイアグラム

●絶対最大定格（��＝��℃）



スタンダード�� ������������

●使用条件範囲

����� 電源電圧、出力電流使用条件（�回路当たり）

左記最大使用条件は、電源電圧と
�の出力電
流の絶対最大を示します。いかなる場合に
も、この使用条件範囲を超えて使用しないで
ください。

●電気的特性（特に指定のない限り　��＝��℃，���＝＋����）
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最大使用条件

����� 電源電圧、出力電流使用条件
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●測定回路図

����� ���，���測定回路図

����� 	� ��，	� ���，���測定回路図

●入力条件図
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データ入力
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シフトパルス
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印字パルス
�
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●入出力回路図
（�）入力回路 （�）出力回路

（�）データ出力回路

�����

●電気的特性曲線
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����� 許容損失ー周囲温度特性
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���� 出力条件図

繰返し周波数、���以上の場合
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●各端子説明

●タイミングチャート
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●応用例

ストローブ端子を使用して印字する例
発熱素子の共通ライン側（大電流）をスイッチングする
必要がない利点を持っている。

サーマルプリンタへの応用例（タイミングが�相の場合）

●動作説明

�����は、ブロックダイアグラムに示したような内部構
成になっており、入力としてクロック�、データ	�、ス
トローブ�の�端子があります。データ入力は、クロッ
クに同期して、立上がりでシリアルに読み込まれシフト
される。セットされたシフトレジスタの内容は、�����

のタイムチャートのようにストローブ入力によって��

～��の出力端子に現れ、そのパルス幅はストローブ入

力パルスと同じです。
データ出力端子	�は、
�をカスケード接続するときの
端子でシフトレジスタの最終段の出力が現れており、つ
ぎのデータ入力端子	�に接続します。このとき、クロッ
クとストローブを共通すると、�ビットずつ出力端子を
増すことができます。

●外形寸法図（�	
�：��）
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